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西暦 2000年 の幕開けは高森温泉館の初湯

で楽しもうと大晦日の午後 11時過ぎから大勢

の町内外の方々が温泉館を訪れました。時報の

合図で 2000年 を祝し鏡割りで幕開け、樽酒

のふるまいや年越しそばのサービス、もちつき

大会などで汗をかいた後、ゆつくりと初湯を楽

しみました。その後、高森にわか保存会による

初笑い『にわか』で十分楽しみました。

高森温泉館 5周年記念として、2000年 に

ちなんで、今年の 2000人 目の入館者には豪

華プレゼント?が贈られました。
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子どもは風の子といわれているように寒い日も元気ですね?!

1月 26日高森保育園で l日保育体験が行われました。この

日は雪の舞う寒い日でしたが、子どもたちは、この日の先生た

ちと凧揚げをしたり、雪をまるめて遊んだりと元気よく運動場

を駆け回つていました。 (詳細は 3月号記載予定)

―な2000人目は自水村の田尻節美さん「月に2、 3度来ています」

年越そばの大サービス
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1.水 と緑と土のにおい、いっぱいの住みよい町にします。
2.伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします。
3.老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町にします。
4.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。

5.スポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町にします。

2000年初笑いは『高森にわか保存会』
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1鏡割りは一番のりの住吉達也さん(上在)と |
1  今村町長、草村―冨温泉館支配人  魔
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子
家

庭
相

談

　
　
年

金

相

談

県
の
専
門
の
相
談
員
が
生
活
や
悩

み
ご
と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き

　

一
一月
二
十
四
日

（本
）

午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で

■
と
こ
ろ
　
一日同
森
町
役
場

町
民
相
談
室

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保

険
に
つ
い
て
の
相
談
や
中
請
受
付
を

行

い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。

■
と
　
き
　
一
一月
二
十
五
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

地
域
振
興
券
（町
単
独
分
）の

換
金
請
求
は
二
月
末
日
ま
で

地
域
振
興
券

の
使
用
は

一
月
二
十

一
日
で
終
了
し
ま
し
た
が
、
特
定
事

業
者
の
換
金
請
求
は
二
月
二
十
九
日

ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。
換
金
請
求

の
お
済
み
で
な

い
事
業
者
は
お
早
め

こ
―
・

■
問
い
合
わ
せ
は
町
役
場
企
画
課

■
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
２
６
）

成
人
者
代
表
宣
誓

１

１

１

■
１

一
月
二
日
の
午
前
十
時
か
ら
、
高

森
町
成
人
式
が
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

で
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
、
町
で
成
人
を
迎
え
る
の
は

百
二
十
五
名
、
こ
の
う
ち
百
二
名
が

式
に
参
加
し
ま
し
た
。
町
内
で
仕
事

に
励
む
人
や
熊
本
市

や
遠
方

に
就

職
、
就
学
し
て
い
る
人
な
ど
、
正
月

の
帰
省
者
を
含
め
、
た
く
さ
ん
の
成

人
者
が
集
い
ま
し
た
。

今
村
町
長
や
来
賓
各
位
か
ら

「
成

人
と
な
れ
ば
い
ろ
い
ろ
と
大
人
と
し

て
の
権
利
が
発
生
し
ま
す
が
、
そ
の

分
当
然
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

義
務
や
責
任
も
生
じ
ま
す
。
成
人
と

心
配
ご
と
相
談

何
か
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
心
配

ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
次

の
と
お
り
心
配
こ
と
相
談
所
を
開
設

い
た
し
ま
す
。
心
配
ご
と
相
談
員
が

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

草
部
地
区

■
と
　
き
　
一
一月
十
八
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
役
場
草
部
出
張
所

野
尻
地
区

■
と

き
　
二
月
二
十
五
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
役
場
野
尻
出
張
所

高
森

・
色
見
地
区

■
と
　
き
　
二
月
七
日

（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
古同
森
町
中
央
公
民
館

今
年
は
西
暦
二
千
年
、
そ
れ
と
同
時
に
生
ま
れ
た
故
郷
高
森
で
、
成
人
式

に
参
加
で
き
る
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

「成
人
」
と
問
い
て
、
先
ず
思
う
こ
と
は
責
任
感
で
す
。
こ
れ
か
ら
生
活

し
て
い
く
中
で
責
任
感
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
は
今
、
働
い
て
い
ま

す
が
い
ろ
ん
な
失
敗
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
失
敗
を
今
ま
で
は
人
に
押
し

つ
け
て
い
ま
し
た
の
成
人
す
れ
ば
そ
ん
な
こ
と
は
通
用
し
ま
せ
ん
。
こ
れ
か

ら
は
、
「責
任
感
を
持
ち
何
で
も
積
極
的
に
す
る
。
」
と
い
う
日
標
を
持
ち
頑

張
つ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

看
護
婦
と
い
う
夢
の
実
現
ま
で
あ
と
数
日
と
い
う
段
階
ま
で
き
た
こ
と
を

実
感
し
、
不
安
と
期
待
で
い
つ
ぱ
い
で
す
。
思
え
ば
五
年
前
、
看
護
学
校
に

通
い
だ
し
た
頃
は
、
難
し
い
専
門
教
科
を
学
ぶ
つ
ら
い
毎
日
で
し
た
。
し
か

し
、
臨
床
実
習
で
生
命
誕
生
の
瞬
間
か
ら
死
の
瞬
間
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層

の
方
と
接
し
、
人
間
の
生
き
様
を
見
ら
れ
た
こ
と
は
、
本
当
に
プ
ラ
ス
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
に
勉
強
や
、
実
習
が
つ
ら
く
て
も
看
護
を
行
う

こ
と
の
喜
び
や
感
動
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
て
続
け
て

こ
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
に
笑
顔
が
戻
っ
た
と
き
、
小
さ
な

こ
と
で
も

「
あ
り
が
と
う
」
と
喜
ん
で
も
ら
え
た
と
き
、　
一
生
懸
命
リ
ハ
ビ

リ
を
し
社
会
復
帰
を
し
よ
う
と
す
る
姿
を
見
た
と
き
、
そ
ん
な
姿
を
見
て
何

か
援
助
は
出
来
な
い
か
と
考
え
る
と
き
、
こ
の
道
を
選
ん
で
本
当
に
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
私
を
こ
れ
ま
で
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
両
親
や
、
友
人
、
患

者
さ
ん
や
先
輩
と
な
る
医
療
ス
タ
ツ
フ
に
感
謝
し
ま
す
。

●

嶋 田祐介 さん  (高森・嶋田電工勤務)

「大人としての責任と自覚を胸にして、高森町の発展に尽

くすことを警います。」と力強く宣誓。

大 村 洋 平
(草部・自衛隊勤務 )

(2)

3
月
20
1」

3
月
19

1]

3
月
12

1」

2
り1
27
日

2
月
20
1]

●

診
療
は
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で

２
月

１３
日

藤

本

医

院

Ⅲ
⑦
‐０
０
２
０

平

田

医

院

Ⅲ
②
‐０
２
１
６

馬
原
内
科
医
院

■
②
‐０
６
４
６

立

野

病

院

ＴＥＬ
③
‐０
１
１
１

中

村

医

院

ＴＥＬ
⑦
‐２
３
３
３

立

野

病

院

Ⅲ
③
‐０
１
１
１

寺

崎

医

院

Ⅲ
②
‐０
３
７
８

３

月

５

目

X都合により変更になる場合があります。 阿蘇広域行政事務組合消防本部

テレホンサービスでお確かめください。 電話 0967-34-0099

野 尻 鮎 子
(野尻・看護学校生)

毎月第3水曜日は休館日です。その日が祝祭日の場合は

開館して、次の日が体館日となります。
(19) 今度の温泉館休館日 2月 16日 (水)3月 15日 (水 )

おの|でにOおくや`あ
199912月 受付分 敬称略

赤ちゃん
たんじよう

相馬 綾乃ちゃん

(F‖ 11)   11.21′L

安片 一歩ちゃん

(4ヽ倉ルi() 11.2941

優 雨ちゃん

女

女

女

女

女

男

徳

代

人

ｒ
　
一
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伸
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樹

子

司

子

千

　

　

　

　

　

　

　

　

　

波

勝

実

英

葉

敬

浩

糾

木

嘉

美

征

輝

父

母

父

母

父

母

父

母

父

母

父

母

森本

(水上 )

岡本

(井上 )

慧 森

1129生

ちゃん

l130生

緒方悠季余ちゃん

(暉 1不「1)   12.21」 1

今 占 1巨輝ちゃん

(](田T)    12.26′ 11

すえながく
お幸せに
尾 崎 不II 也

住 所

森

赤羽根

上色見 ・洗 川

福 岡 県 山 田 市

⑮∞
儡図

町

原

下

灰

森

部

高

草

村

畑人

水

・
一‐
ヽ

‐

「

せ

河 原・味 鳥

阿  蘇  町

根

町

■
列・

城

津矢

益

12.3
美

樹

智

大

崎
．

―

＜ノ‐

興
12.3

織

博

香

次

屯員
　
一
香

政

美

平

佳

成

沙

和

美

屯
（
美

浩

清

光

畝

雄

由

幸

林

山

旧

刀
）
本

藤

恒

綺

星

山

邊

文

ド
″

鶴

吉
山

渡
慄

後
吹

阿
鉢

丸
鍍

荒

12.9

12.11

倉

町

町

ｒｌ∫

狩

市

横
　
　
一Ｆ

来

来

森
　
　
見

草

姫

高

熊

色

熊紀副)友
ｒ
上

部・社

戸

おくやみ
もうしあげます

御 遺 族 続柄

楢本野徳雄  妻

池田タ ミエ 夫

宮本進一郎  父

桐原東洋一  母

甲斐 幸子  夫

野尻 トシ子 母

島田 タキ 夫

興椙チヱ子  夫

死 亡 者 年令

楢本野千江子 51

池田

宮本

桐原

興椙今朝人

鍼
炒 ゆ

山

町

町

地

町

園

村

下

下

河

下

中

夫

男

子

五

ヨ

一

文

澄

房

昭

ク

幾

イ

斐

尻

田

甲

野

島

(12月 末日現在 )

世帯:数  2,612 (  0)
男   3,784 (-11)
女   4,094 (+ 9)

総  数  7,878 (- 2)

善

意

の

灯

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（敬
称
略
）

■
町
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

〈
香
典
返
し
〉

檜
本
野
徳
雄
　
池
田
次
男

子 進

一
郎
　
桐
原
東
洋

一　

甲
斐
幸

野
尻
ト
シ
子
　
島
田
タ
キ

■
広
報
送
料
寄
付

冨
永
力

（横
浜
市
緑
区
）

城
有

一
成

（福
岡
市
東
区
）

津
留
久
美
子

（大
阪
市
住
吉
区
）

津
留
和
博

（名
古
屋
市
千
種
区
）

甲
斐
文
隆

（埼
玉
県
戸
田
市
）

‐―
ＩＦ
里
余
生
子

（北
九
州
市
門
司
区
）

旧
Ｌ
博
行

（札
幌
市
南
区
）

宮

本
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工
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いに
動

各
地
区
代
表
　
壼
Ｔ
人
主
自
由思
目
〓
売
圭
整

（抜
粋
）
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一
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罐
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県
の
移
動
図
圭
日

お

知

ら

せ

「く
ま
も
と
女
性
特
派
員
」

募
　
　
集
　
　
中

熊
本
県
で
は
、
女
性
の
視
点
か
ら

県
政
に
つ
い
て
広
報
し
て
い
た
だ
く

「
く
ま
も
と
女
性
特
派
員
」
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
女
性
特
派
員
に
は
、
県

の
広
報
誌
や
広
報
番
組
で
県
の
事
業

や
施
設
な
ど
を
取
材
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
特
派
員
の
活
動
期
間
は

一
年

で
す
。
謝
礼
と
し
て
年
間
五
万
円
程

度
、
ま
た
取
材
な
ど
に
必
要
な
旅
費

は
県
の
旅
費
規
程
に
準
じ
て
支
給
し

ま
す
。

■
募
集
人
員
　
四
名

■
応
募
資
格
　
県
内
に
居
住
さ
れ
る

二
十
歳
以
上
の
女
性

（
平
成
十
二
年

四
月

一
日
現
在
）

■
募
集
期
間
　
一
一月

一
日

（火
）
～

二
月
十
八
日

（金
）
当
日
消
印
有
効

■
提
出
書
類

　

「
私
が
特
派
員
と
し

て
や
り
た

い
こ
と
」
を
テ
ー

マ
に
四

百
字
話
め
原
稿
用
紙
二
枚
以
内
に
ま

と
め
た
も
の
と
履
歴
書

一
通

■
送
付
先

・
問
い
合
わ
せ

〒
８
６
２

・
８
５
７
０

（住
所
不
要
）

熊
本
県
広
報
課

「
く
ま
も
と
女
性
特

派
員
募
集
係
」

■
０
９
６

・
３
８
３

・
１
１
１
１

（内
線
３
１
３
２
）

２
月
２０
日
は

「旅
券
の
日
」

◎
パ
ス
ポ
ー
ト

（旅
券
）
は
、
海
外

旅
行
す
る
場
合
必
ず
必
要
で
す
１

外
国
政
府
に
対
し
て
、
日
本
国
民

で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
、
あ
わ
せ
て

安
全
に
旅
行
で
き
る
よ
う
保
護
と
扶

助
を
要
請
す
る
大
切
な
公
文
書
で
す
。

◎
パ
ス
ポ
ー
ト
は
早
め
に
申
請
し
ま

し
よ
う
―

パ
ス
ポ
ー
ト
交
付
ま

で
に
は
、
通

常

一
～
二
週
間
程
度

の
日
数
を
要
し

ま
す
。
ま
た
、
渡
航
先

の
国

に
よ

つ

て
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
受
け
取
り
後

に
、

ビ
ザ

（査
証
）
取
得

の
手
続
き
も
必

要
で
す
。

◎
パ
ス
ポ
ー
ト

の
有
効
期
間
は
十
分

残

っ
て
い
ま
す
か
？

パ
ス
ポ
ー
ト

の
有
効
期
間
が

一
定

以
上
残

つ
て
い
な

い
と
入
国
を
認
め

な

い
国
が
あ
り
ま
す
。
（有
効
期
間
が

一
年
未
満

に
な

っ
た
ら
切
り
替
え
申

請
が
で
き
ま
す
。
）

◎
パ
ス
ポ
ー
ト
は
大
切
に
管
理
し
ま

―
）́よ
う
！

紛
失
や
盗
難
に
あ

つ
た
パ
ス
ポ
ー

ト
は
悪
用
さ
れ
る
危
険
が
あ
り
、
ま

た
、
再
発
給
に
は
通
常
二
～
三
週
間

以
上
Ｈ
数
を
要
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
旅
券
セ
ン
タ
ー

■
０
９
６

・
３
８
３

・
１
１
１
１

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

■
０
９
６

・
３
６
４

・
８
４
８
０

阿
蘇
地
域
振
興
局
が

四
月

一
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

こ
れ
ま
で
の
阿
蘇
事
務
所
、
阿
蘇

保
健
所
、　
一
の
宮
土
木
事
務
所
が
、

新
た
に

「
阿
蘇
地
域
振
興
局
」
に
生

ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

こ
の
地
域
振
興
局
で
は
県
庁
か
ら

三
〇
〇
項
日
程
度
の
事
務

・
権
限
を

移
す

こ
と

に
よ
り
、
①
地
域
振
興

②
県
民
サ
ー
ビ
ス
③
町
村
と
の
連
携

の
三
つ
の
拠
点
機
能
を
充
実

・
強
化

し
、
保
健
、
福
祉
な
ど
の

一
元
的
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
処
理
期
間
の
短

縮
な
ど
県
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
農
政
、
土
木
な
ど
の

各
種
施
策
の
総
合
的
な
推
進
や
町
村

や
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
こ
れ

ま
で
以
上
に
地
域
の
振
興
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
事
務
所
総
務
振
興
課

（
四
月
か

ら
は

「
阿
蘇
地
域
振
興
局
総
務
部
総

務
課
」
）

■
０
９
６

・
３
８
３

・
１
１
１
１

産
業
開
発
青
年
隊
員
募
集

明
日
へ
の
第

一
歩

・
・
・

平
成
十
二
年
度
隊
員

（
二
次
募
集
）

を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

■
応
募
資
格

県
内

に
居
住
、
ま
た
は
居
住
し
よ
う

と
す
る
十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満

し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
若

い
力
を
社

会

に
貢
献
し
て
下
さ

い
。
」
と
激
励
。

成
入
者

一
人
ひ
と
り
が
、
あ
ら
た
め

て
大
人
と
な
る
決
意
を
胸

に
し
て
い

ま
し
た
。
今
―，‐―
の
式
典

に
は
中
学
時

代

の
恩
師
三
名
も
出
席
さ
れ
、
大
人

の
仲
――――
人
り
を
し
た
教
え
子
た
ち

の

晴
れ
姿

に
、
感
動
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。

式
後
、
各
地
区
代
表

に
よ
る
意
見

発
表

や
記
念
撮
影
な
ど
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
久
々
に
あ

つ
た
旧
友
た
ち

と
成
人
を
祝

っ
て
街

へ
繰
り
出
し
た

よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
町
の
後
継
者
と
し

て
、
若

い
力

で
明
る
く
楽
し

い
ま
ち

づ
く
り
に
貢
献

い
た
だ
き
た

い
も

の

で
す
。

の
心
身
と
も
に
健
全
な
独
身
の
者

■
募
集
定
員
　
十
五
名
程
度

■
募
集
期
間

一
月
二
十
四
日
～
二
月
十
日

■
試

験

日
　
一
一月
十
七
日

（本
）

■
試
験
会
場
　
熊
本
県
建
設
技
術
セ

ン
タ
ー

（城
南
町
舞
原
東

一
九
四
）

■
試
験
科
目
　
学
科
試
験

（数
学

・

国
一
Ψ

作
文
）
と
面
接
試
験

■
申
込
み

・
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
産
業
開
発
青
年
隊
訓
練
所

下
益
城
郡
城
南
町
沈
目

一
六
六
七

■
０
９
６
４

・
２
８

・
６
６
１
１

『
初
心
忘
る
可
か
ら
ず
』
こ
の

言
葉
を
つ
く
づ
く
思
い
知
ら
さ
れ

た

「
広
報
た
か
も
り
」

一
月
号
で

し
た
。
と
い
う
の
は
、
町
長
の
年

頭

の

挨

拶

で

「
荀

に

日

新

に

。
…

」
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
し
た
が
な
ん
と
読
ん
で
ど
う
言

う
意
味
で
し
ょ
う
か
と
の
質
問
が

数
件
あ
り
ま
し
た
。
「
荀
」
は

「
ま
こ
と
」
と
読
み
、
全
体
の
意

味
と
し
て
は
、
そ
の
つ
ど
け
り
を

つ
け
て
、
一
歩
ず
つ
、
一
つ
ず
つ
新

た
な
気
持
ち
で
進
ん
で
行
こ
う
。

と
の
意
味
だ
と
思
い
ま
す
。
ル
ビ

を
つ
け
、
注
釈
を
入
れ
る
こ
ど
が

必
要
だ

っ
た
と
反
省
し
ま
す
。
本

当
は

「
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
が
変
わ

り
ま
し
た
ね
。
」
と
声
を
か
け
て

欲
し
か
つ
た
の
で
す
が
…
。

何
度
か
記
載
し
た
か
と
思
い
ま

す
が
、
こ
の

「
広
報
た
か
も
り
」

は
パ
ソ
コ
ン
で
編
集
機
能
を
持
つ

ソ
フ
ト
を
利
用
し
作
成
し
て
い
ま

す
。
非
常
に
便
利
な
も
の
で
す
。

現
代
の
若
者
た
ち
が
よ
く
使
う
言

葉
で

「
ら
抜
き
」
言
葉
が
あ
り
ま

す
が
、
何
気
な
く
私
自
身
ら
抜
き

言
葉
で
文
章
を
作
成
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
も
教

え
て
く
れ
る
全
く
す
ご
い
も
の
で

す
。
こ
ん
な
に
機
械
に
頼
る
と
脳

が
早
く
老
化
す
る
か
な
？
で
も
慣

れ
れ
ば
便
利
な
も
の
で
す
。　
田
浩

二
月
二
十
三
日

（水
）
午
前
十

一
時

　

役
場
玄
関
前
　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●   ●

●   ●

成人者 一人ひとり 決意を胸にして
中川浩世さん (上在)、 今村ひとみさん (上在)がレポーター

となり意見発表の間に二十歳の抱負をレポー ト。

EdfЮ rf」 _
″″7

〆
編
雀
つす0

後

言己

入
札
結
果

（吾
万
円
以
上
）

成
人
者
の
意
見
発
表
の
場
に
立
た
せ
て
い
た
だ
き
、
心
苦
し
い
な
が
ら
も
、

非
常
に
感
激
し
て
い
る
次
第
で
す
。
思
え
ば
、
こ
の
Ｌ
に
生
を
受
け
二
十
年

目
と
な
る
こ
の
記
念
す
べ
き
年
が
、
偶
然
に
も
二
千
年
と
い
う
ミ
レ
ニ
ア
ム

イ
ヤ
ー
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
阿
蘇
の
大
地
に
抱
か
れ
育

っ
た

我
々
が
引
き
継
い
で
行
く
こ
と
を
、
多
く
の
人
々
が
期
待
し
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
よ
う
か
。

私
は
占
キ
Ｌｌ
務
店
の
跡
継
ぎ
と
し
て
、
郷
上
の
発
展
に
力
を
注
い
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
、
こ
こ
に
集
ま
つ
た
皆
さ
ん
も
こ
れ
か
ら
自
分
の
道

を
日
指
し
、
努
力
し
て
い
る
こ
と
で
し
よ
う
。
多
く
の
仲
間
が
、
こ
の
高
森

に
住
み
、
共
に
笑
顔
の
カ
ン
ト
リ
ー
を
作
っ
て
い
け
る
こ
と
を
心
か
ら
願
い
、

私
の
成
人
式
で
思
う
意
見
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
日
は
、
二
千
年
の
成
人
式
と
い
う
記
念
す
べ
き
日
に
、
こ
う
い
う
機
会

を
与
え
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
昨
年
の
三
月
に
専
門
学
校
を
卒
業
し
、
現
在
、
福
岡
で
美
容
関
係

の
職
場
に
勤
め
て
い
ま
す
。
思
い
返
し
て
み
れ
ば
、
私
に
と
つ
て
二
十
年
は
、

あ
っ
と
い
う
間
の
時
間
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
大
人
と
し
て
の
自
党
を
持
た
な
け
れ
ば
と
強
く
感
じ
て
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ま
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

古 寺 秀 徳住 志 保
」ヒ

「
コ

Ｒ

）

´ヽ ′、

θ

工  事  名 工  期 請負金額 (円 ) 請 負 者

団体営村山地区

農道整備工事

Hll.1ン28～

H12.6/30 45,512,250 (株 )藤本組

赤羽根地区

本管布設替工事

H12.1/14～

H12.3′ 5 6,688,500 (株 )藤本組

下村 ・旭通り線

本管布設替工事

H12.1/14～

H12.3/25 5,082,000
(株 )九電工

南阿蘇営業所

役場の支払日  2/15(火)2/25(金 )3/6(月 )   時間10時から15時まで

(高 森・古寺工務店後継者 )(色見・美容関係勤務 )

(3)

お知らせのベージ
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高
森
町

消
防
回

通
常
点
検
審
査
結
果

一
位
　
十
三
分
団

　

（大
字
河
原
）

二
位
　
八
分
団

（大
字
上
色
見

・

大
字
色
見
の
う
ち
小
倉
原
）

〓
位
　
五
分
団

（旭
通
・昭
和
・下
町
）

阿
蘇
郡
医
師
会
立
准
看
護
高
等
専
修
学
校
で
は
次
の
と
お
り
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員
　
女
子
の
み
若
千
名

■
応
募
資
格
　
①
中
学
校
卒
業
以
上
の
者
　
０
心
身
共
に
健
康
で
将
来
准
看
護
婦
と
な
る
の
に

適
す
る
者
　
●
修
業
中
勉
学
に
専
念
で
き
る
者

■
試

験

日

一
一月
二
十
九
日

（火
）
　
　
　
■
試
験
科
＝
　
国
一
Ψ

数
学

・
処
語

■
願
書
受
付
期
間

　
．
月
十
七
日

（月
）
～
二
月
二
十
八
日

（月
）

■
試
験
場
　
本
校

■
受
験
案
内

受
験
申
込
書
な
ど
問
い
合
わ
せ
は

阿
蘇
郡
医
師
会
立
准
看
護
高
等
専
修
学
校

〒
８
６
９

・
２
２
２
５
　
　
阿
蘇
町
大
字
蔵
原

一
一
七
八
　
ＴＥＬ
０
９
６
７

・
３
４

・
０
７
１
６

Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
の
お
知
ら
せ

通
信
制
高
校
　
生
徒
募
集

生
涯
学
習
を
め
ざ
す
人
も
、
大
学
や

専
門
学
校

へ
の
進
学
を
め
ざ
す
人
も
、

衛
生
ラ
ジ
オ
放
送
を
利
用
し
た
専
用
の

放
送
講
座
を
聴
き
な
が
ら
勉
強
し
、
高

校
卒
業
の
資
格
が
取
れ
ま
す
。

〈
必
要
な
学
習
活
動
は
次
の
四
つ
で
す
〉

０
専
用
の
放
送
講
座
を
聴
き
な
が
ら
自

宅
で
学
科
。

０
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
添
削
指
導
を
受

け
る
。

０
月
平
均
三
日
、

――
曜
日
に
登
校
し
、

授
業
を
受
け
る
。

０
学
期
毎
の
定
期
試
験
を
受
け
合
格
。

（春
学
期

（
四
～
九
月
）
秋
学
期

（十
～

二
月
）
の
二
学
期
制
）

◇
願
書
受
付
期
間

二
月
六
日
～
二
月
二
十
九
日

熊
本
市
渡
鹿
九
丁
目

一
の

一

■
０
９
６

・
３
８
３

・
７
３
３
０

●
毎
日
は
通
学
の
で
き
な
い
人
の
た
め

に
開
い
た
高
校
通
信
制
課
程
（普
通
科
）

で
す
。

●
入
学
試
験
や
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。

◎
学
習
の
進
め
方

０
ス
ク
ー
リ
ン
グ

（授
※
な
ど
）

年
間
約
ニ
ト
八
同

（日
曜
か
月
曜
の
昼

間
）

０
レ
ポ
ー
ト

（課
題
提
出
）

一
科
目
に
つ
き
年
間
約
十
回

教
科
童
［
・
学
習
ｔ
７

Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
校
講
座

を
利
用
し
て
の
家
庭
学
習
。

０
教
科
と
定
期
考
査

一
年
次
七
科
日
で
三
回

④
在
学
期
間

四
年
以
上

（三
年
修
業
も
可
能
）

◎
諸
経
費

●
受
講
料
も
含
め
年
間

一
万
八
千
円
程

度

（入
学
時
納
入
）

●
願
書
受
付
期
間

二
月
二
十
二
日
～
二
月
十
九
日

熊
本
市
出
水
四
丁
目

一
の
二

■
０
９
６

・
３
７
２

・
５
３
７
２

一
月
九
日
の
日
曜
日
、
恒
例

の
高

森
町
消
防
団

（
飯
干
平
朗
団
長
以
下

三
百
二
十
八
名
）出
初
め
式
と
通
常
点

検
競
技
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
あ

い
に
く

の
雨

の
た
め
、
町

民
体
育
館
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
も
永
年

に
わ
た
る
勤
続
消
防

団
員
表
彰

の
あ
と
、
通
常
点
検

に
う

つ
り
、
町
内
の
十
四
の
全
分
団
と
高

森
中
学
校
少
年
消
防
隊
、
高
森
幼
稚

国

の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

の
点
検
が
整

然
と
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
頃

の
練
習

成
果
を
披
露
し
た
団
員
や
少
年
消
防

隊
員
、
見
事
な
演
技
を
し
た
幼
年
消

防
ク
ラ
ブ

に
大
き
な
拍
手
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

昨
年

の
本
町
で
は
住
宅
火
災

一
件

と
林
野
火
災

一
件
が
発
生
。

出
初
め
式
で
も
、
今
村
町
長
や
飯

干
団
長
か
ら

「
火
事
は

一
瞬

に
し
て

尊

い
生
命
、
財
産
を
奪
う
恐
い
も
の
。

防
火
、
防
災

の
意
識
を
団
員
は
も
ち

ろ
ん
、
住
民
の
皆
様

に
も
強
く
持

っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
」
と
の
あ

い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。

南
阿
蘇
局

（夜
峰
山
）
教
育

テ
レ
ビ
の
チ
ヤ
ン
ネ
ル
変
更

１
チ
ヤ
ン
ネ
ル
が
６
チ
ヤ
ン
ネ
ル

に
変
わ
り
ま
し
た
。

◎
新
し
い
６
チ
ヤ
ン
ネ
ル
は
平
成

十
二
年

一
月
十
七
日
か
ら
電
波
を

発
射
し
て
い
ま
す
。

◎
今
ま
で
の
１
チ
ヤ
ン
ネ
ル
は
平

成
十
二
年
二
月
十
四
日
に
止
ま
り

ま
す
の
で
こ
れ
ま
で
に
一
般
家
庭

で
は
、
リ
モ
コ
ン
の
調
整
な
ど
を

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
チ
ヤ
ン
ネ
ル
変
更
の
理
由

夏
頃
に
発
生
す
る
外
国
混
信
に

よ
る
電
波
障
害

（１
チ
ヤ
ン
ネ
ル

の
縞
模
様
）
を
解
消
す
る
こ
と
が

目
的
で
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｈ
Ｋ
熊
本
放
送
局
　
受
信
技
術

■
０
９
６

・
３
２
６

・
８
２
１
７

■
転
居
の
と
き
は

連
絡
く
だ
さ
い

広
報
た
か
も
り
が
宛
先
不

明
で
返
送
さ
れ
る
こ
と
が
し

ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
住
所
、

氏
名
の
変
更
な
ど
、
早
め
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
ふ
る
さ
と
へ
の
熱
い

想
い
お
寄
せ
く
だ
さ
い

ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
や
近

況
報
告
、
た
か
も
り
の
発
展

に
役
立
つ
お
住
ま
い
の
街
の

紹
介
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
本
誌
で
紹
介
し
ま
す
。

■
広
報
郵
送
料
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す

本
誌
は
毎
月
二
千
三
百
部

を
印
刷
し
、
町
内
配
布
と
共

に
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
の

た
か
も
り
出
身
の
皆
様
に
も

お
送
り
し
て

「
ふ
る
さ
と
の

便
り
」
と
し
て
ご
愛
読
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

皆
様
方

の
ご
協
力

に
よ

り
、
昨
年
度
は
二
十
八
万
円
、

本
年
度
も
既
に
九
万
円
を
超

え
る
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
（寄
付

い
た
だ
い
た

方
は
お
名
前
を
紹
介
）

本
誌
は
郵
送
の
場
合
、　
一

ヶ
月
に
百
四
十
円
か
か
り
ま

す
。
（広
報
誌
代
は
別
）

引
き
続
き
、
現
金

（小
為

替
な
ど
）
や
、
九
十
円
以
下

の
少
額
切
手
で

一
年
分
程
度

の
ご
寄
付
を
毎
年
お
願
い
中

し
上
げ
ま
す
。

●   ●

●   ●カロ入区分・推卜金 。補{賞額 (加入区分ごとに5名以上でご加入ください)

問
い
合
わ
せ
は
、

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県
支
部
　
■
０
９
６

練習の成果。整然とした高森中学校少年消防隊 見事な演技決まつています。幼年消防クラブ

■〒869… 1602 熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168 高森町役場 広報たかもり 電話09676-2-1111(担当 田上)

３

８

８

・

１

５

８

１

(4)(17)

掛金

(1人 年額)

450円

最高 1日 につき

4,000円

1日 につき

1,500円

2,000万 円 3,000万 円 4,000円 1,500円

500万円 750万 円 1,800円 1,000円

死 亡 後遺症害 入 院 通 院

傷  害 保  険

2,000万 円 3,000万 円

賠償責任保険 共済見舞金

A
身体賠償

1人

1億円
1事故

5億円

免責 (自 己負担)

1,000円

補償限度額

財物賠償
500万円

免責 (自 己負担)

1,000円

140万 円

突然死に

よる死亡

ｎ
Ｄ 800円

C 1,400円

D 山岳登はん等危険度の

高いスポーツ 9,000円 500万円 750万 円 1,800円 1,000円

生 徒 募 集あ
な
た
も
通
信
制
高
校
で

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

二
〇
〇
〇
年
度

の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
が
三
月
よ
り
加
入
受
付
開
始
―

万

一
の
け
が
に
備
え
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

五
人
以
上
の
団
体
で
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

ｆ
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ｉ
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たかも‖出身a皆様ヘ 広報たかもりからのお願い

区   分

・中学生以下のグループ
・成人の文化活動

ボランティア活動
地域活動

・高齢者のグループ

(団体員がおおむね60歳

以上の人により構成され
ている)

・成人のグループ

(高 校生以上の生徒・学生

あるいは社会人により構
成された団体)

※Dのスポーツを除く



阿
蘇
清
峰
高
校
は
、
明
治
三
十
四
年
に
県
立
阿
蘇
高
校
と
し
て
地
域
に

貢
献
す
る
農
林
畜
産
界
の
人
材
育
成
の
た
め
開
校
さ
れ
、
卒
菜
さ
れ
た

一

万
三
千
余
名
の
方
は
、
角
界
各
層
に
お
い
て
素
晴
ら
し
い
活
躍
を
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
年
は
い
よ
い
よ
百
周
年
を
迎
え
、
『
一
十

一
障
紀

へ
、
伸
ば
せ
広
げ

よ
う
清
峰
の
翼
』
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
創
立
百
周
年
記
念
式
典
及

び
、
記
念
行
事

・
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

一
の
宮
町
宮
地
四

一
三

一　
熊
本
県
立
阿
蘇
清
峰
高
等
学
校
内

蘇
岳
会
事
務
局
　
■
０
９
６
７

・
２
２

・
５
８
６
０

（フ
ア
ツ
ク
ス
兼
用
）

前
略
　
大
震
災
か
ら
五
年
が
経

過

い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の

間
、
皆
様
方
か
ら
多
方
面
に
わ
た

り
多
大
な

ご
支
援
を
頂
戴
し
て
ま

い
り
ま
し
た
ｃ

改
め
て
厚
く
お
礼
を
中
し
上
げ

ま
す
。

お
陰
様
を
も
ち
ま
し
て
、
神
戸

の
ま
ち
は
着
実

に
復
興

へ
の
歩
み

を
進
め
て
お
り
、
去
る
十

二
月
に

は
市
内

の
応
急
仮
設
住
宅

に
入
居

し
て
い
た
す

べ
て
の
被
災
市
民

の

方

々
に
、
恒
久
住
宅

へ
移

っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

景
気

の
低
迷

の
影
響
を
受

け
、

経
済
復
興
は
未
だ
八
割

の
水
準

に

あ
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
被
災
地

は
厳
し

い
状
況

に
あ
り
ま
す

が
、

二
十

一
世
紀
を
ま
さ
に
日
前

に
控

え
、
市
民
生
活

の
安
定
と
神
戸
の

ま
ち

の
さ
ら
な
る
復
興
に
引
き
続

き
金
力

で
取
り
組
ん
で
ま

い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
大
震
災

で
い
た

だ

い
た

ご
支
援

に
対
す
る
感
謝

の

気
持
ち
と
復
興
し
た
神
戸
の
姿
を

ご
覧

い
た
だ
く
た
め
、
二
〇
〇

一

年
初
春
か
ら
夏

に
か
け
て
市
内
各

地

で
様

々
な

イ

ベ
ン
ト
を

行

う

「
神
戸
　
二
十

一
世
紀
復
興
記
念
亭

業
」
の
開
催
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

略
儀
な
が
ら
書
中
を
も
ち
ま
し

て
、

こ
れ
ま

で
の
ご
厚
情

に
対
す

る
重
ね
て
の
お
礼
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
草
々

平
成
十

二
年

一
月

神
戸
市
長

笹
山
幸
俊

十
二
月
二
十
二
日

（水
）
午
後

五
時
、
色
見
小
学
校

（谷
口
隆
輝

校
長
）
の
児
童
五
十
二
名
が
色
見

地
区
の
夜
回
り
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
子
育
て
支
援
事
業
の

一

貫
と
し
て
、
地
元
消
防
団

（九
分

団

・
山
室
真
琴
分
団
長
）
の
協
力

に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

色
見
の
各
地
区
に
分
か
れ
た
小

学
生
は
拍
子
本
の
た
た
き
方
や
声

の
か
け
方
な
ど
を
消
防
団
員
に
教

わ
り
な
が
ら
、
「
火
の
用
心
、
マ

ツ
チ

一
本
火
事
の
も
と
」
と
元
気

よ
く
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
て
い

ま
し
た
。
応
対
に
出
た
地
区
の
人

た
ち
は
、
小
学
生
の
「火
の
用
心
」

に
気
を
引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。

小
さ
い
時
か
ら
予
防
消
防
に
心

が
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
こ
の
行

事
を
続
け
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い

も
の
で
す
。

皆
様
の
善
意

百
二
十
八
万
千
三
百
六
十
五
円

昨
年
十
月

一
日
か
ら
十
二
月
二

十

一
日
ま
で
皆
さ
ま
に
ご
協
力

い

た
だ
き
ま
し
た
、
平
成
十

一
年
度

赤

い
羽
根
の
共
同
募
金
は
お
か
げ

さ
ま
を
持
ち
ま
し
て
百
二
十
八
万

千
三
百
六
十
五
円
の
善
意
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た

ご
芳
志
は
県
の
共
同
募
金
会
を
通

し
、
町
の
福
祉
事
業
、
老
人
ホ
ー

ム
な
ど
の
施
設
事
業
に
役
立
た
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

期
間
中
、
共
同
募
金
会
に
御
協

力
い
た
だ
き
ま
し
た
駐
在
嘱
託
員

様
や
婦
人
会
の
皆
様
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

赤

い
羽
根
共
同
募
金
の
趣
旨
普

及
及
び
体
力
づ
く
り
の
た
め
、
十

二
月
二
十
二
日
、
山
村
広
場
で
第

二
回

「
赤

い
羽
根
」
グ
ラ
ウ
ン

ド

・
ゴ
ル
フ
大
会

（主
催

・
共
同

募
金
会
高
森
分
〈ｆ

会
長
今
村
町

長
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
本
年
九
月
九
日
、
十

日
と
開
催
さ
れ
ま
す
全
国
グ
ラ
ウ

ン
ド

ｔ
コ
ル
フ
大
会
が
本
町
で
行

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
町
グ
ラ
ウ

ン
ド

ー
ゴ
ル
フ
協
会

（森
正
六
会

長
）
の
協
力
に
よ
り
、
百
八
十
名

も
の
参
加
者
が
寒
風
の
中
、
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
大
会
の
参
加
者
か

ら
の
募
金
が
八
万
六
百
十

一
円
も

集
ま
り
、
早
速
に
共
同
募
金
高
森

分
会

（事
務
局
町
社
会
福
祉
協
議

会
内
）
に
募
金
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
結
果
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。
　

　

　

（敬
称
略
）

男
性
　
優
勝
　
　
田
Ｌ
　
殖

二
位
　
　
甲
斐
　
昭

一

三
位
　
　
田
上
　
親
幸

女
性
　
優
勝
　
　
山
村
八
代
子

二
位
　
　
桐
原
ミ
ヤ
子

工
位
　
　
岩
下
イ
チ
子
　

　

５

町内の高齢者の入館料が次の とお り変更にな ります。

*改正時期・。・平成 12年 4月 1日

姜現在『高森温泉館入浴券』を使用されている方

◇入浴券の有効期限・…

平成 12年 3月 31日 まで

◇ 4月 1日 以降 ― ・

『高齢者入館券』(100円 )を町内専用自動販売機で購入

◇手続は ― ・

温泉館で『高齢者入浴証明書』の発行手続 (4月 1日 以

降)を行 う。

姜新規の方

◇手続は 一 ・①国民健康保険窓口で『老人医療受給者』とし

ての資格取得申請 {高齢者 (満 70歳以

上)で あることの証明が必要 }

②『老人医療受給者』を温泉館に持参し、『高

齢者入浴証明』の発行手続 (4月 1日 以降)

を行う。

③『高齢者入館券』(100円 )を 町内専用自動販

売機で購入。

詳しくは高森温泉館 IL 2-2626

●   ●

●

■
一■
■
■
「
「

三
月
七
日

（大

草
部
出
張
所

Ｊ
Ａ
旧
卓
北
支
所

野
尻
出
張
所

く
，
ｎυ
上寸
“
●

～
Ｈ
時
半

～
１３
時
半

）１０
時

Ｈ
時

１３
時

Ｊ
Ａ
旧
河
原
支
所

１４
時
～
１４
時
半

三
月‐
八
日

（水
）

Ｉ
Ａ
旧
色
見
支
所

１０
時
～
１０
時
半

色
見
郵
使
局
前
　
１０
時
半
～
Ｈ
時

横
町
Ａ
同
地
　
　
１３
時
～
１３
時
半

下
町
公
民
館
　
　
１３
時
半
～
１４
時

「ちょつと寒いけど頑張るぞ」

選手宣誓第1回大会優勝者、
田上来さん(旭通)と佐藤ケイ子さん(峯の宿)

◆
誕
生
月
に
は

「年
金
受
給
者
現
況
届
」
を
忘
れ
ず
に
１

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
保
険
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、
毎
年

一
回
、
誕

生
月
の
初
め
に
社
会
保
険
庁
か
ら

『年
金
受
給
者
現
況
届
』
が
送
ら
れ
て

き
ま
す
。
こ
れ
は
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
引
き
続
き
年
金
を
受
け
る
権

利
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
大
切
な
届
け
で
す
。

こ
の
現
況
届
け
を
受
け
取
ら
れ
ま
し
た
ら
、
内
容
を
点
検
し
、
住
所
氏

名
を
記
入
し
て
、
誕
生
月
の
月
末
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
手
続
き
が
遅
れ
ま
す
と
、
年
金
の
支
払
い
が

一
時
差
し
止
め
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
町
民
福
祉
課
　
国
民
年
金
担
当

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
３
２
）

◆
繰
り
上
げ
支
給
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
と
、
特
別
支
給
の

老
齢
厚
生
年
金
な
ど
は
六
十
五
歳
ま
で
支
給
停
止
さ
れ
ま
す

●
愛
の
共
同
募
金

彬
,色
プ

新 1日

100円 無 料

よ し 消防自動車に体験乗車「人の用心、よろしくお願いします」

{デ 籍し上

ニ
ス
け
ま

す

γ

‥

老
齢
基
礎
年
金

の
繰
り
上
げ
支

給
ｔ

か
し

うヽ

ｏ

う
一
う
の
ひ
Ｙ

う
す
る
の

女
総
イ1ト

す ま
か
瀑
職
共
寿
年
金

頼
さ
れ
ｉ
特
別
支

の
た
齢
厚
生
年
金

く

ま

社
■
べ
く
遅
く

ユ
実
け
取
る
さ

γヽ
ｔ

ょ

り
下
げ

楓

亀

た

に

な

に

ン
バ

れ

る

ま

す

た
ね
ば 下

げ

ま

た

ｏ“六
，

γ
マ

の

希 米
六

づヤ
`k

あ、

に に

協
カ

ぃ のセ

ん
よ
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最
近
歩
い
て
ま
す
か
？

住
民
健
診
が
終
わ

っ
て
、
結
果

を
見
て
み
る
と
高
齢
者
の
方
々
は

た
い
て
い
何
ら
か
の
治
療
を
受
け

て
い
ま
す
。
原
因
は
、
肥
満

上
局

脂
血
症

上
局
血
圧
等
が
大
半
で
全

く
何
も
異
常
が
な
い
人
は
珍
し
い

鶯鶯鋏蒻 魃颯膨‖鬱梵魏

ト
トＬ
ドト
・ｌ
・ト
トト
トト
トト
・Ｆ

く
ら
い
で
す
。

最
近
、
二
年
前
ま
で
は
と
て
も

血
圧
が
高
く
て
、
気
に
し
て
い
ら

し
た
六
十
代
の
女
性
に
会
い
ま
し

た
。
そ
の
方
は
、
二
年
前
、
血
圧

が
１
９
０
皿
Ｈｇ
／
９
２
皿
Ｈｇ
だ
っ
た

の
で
す
が

こ
の
頃
１
２
８
皿
聴
／

７
８

皿
Ｈｇ
に
な

つ
て
い
た
の
で
、

「
す
ご
く
よ
く
な

つ
て
ま
す
ね
？
」

と
聞
く
と
、
「
今

一
生
懸
命
歩
き

よ
り
ま
す
」
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
聞
く
と
、
毎
日
４
キ
ロ
程

歩
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
病
院
に
か
か

つ
て
る
か
ら
」

「
薬
ば
飲
み
よ
る
も
ん
」

「
運
動

運
動
て
言

っ
た

っ
て
長
く
は
続
か

ん
」
と
こ
う
い
う
言
葉
を
耳
に
し

ま
す
。
こ
の
女
性
に
会
っ
て
か
ら
、

「
結
局
は
自
分
自
身
で
ど
う
に
か

し
よ
う
と
思
わ
な
い
と
何
も
始
ま

ら
な
い
ん
だ
」
と
改
め
て
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

「
歩
く
」
こ
と
は
、
①
血
液
循

環
を
高
め
る
　
②
肥
満
解
消

・
予

防
③
筋

・
骨
力
低
下
防
止
　
④
ス

ト

レ
ス

ヘ
の
耐
性
を
強
化
す
る

⑤
手
足
を
動
か
す
こ
と
に
よ
り
、

脳
を
刺
激
し
老
化
を
防
止
す
る
な

ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

膝
が
痛
い
と
い
う
方
、
多
少
痛

く
て
も
動
か
さ
な
い
と
関
節
が
固

ま

つ
て
し
ま
い
、
バ
ッ
テ
リ
ー
の

あ
が
っ
た
車
の
よ
う
に
本
当
に
動

か
な
く
な

つ
て
し
ま

い
ま
す
よ
。

杖
を
使

っ
て
で
も

い
い
か
ら
、
少

し
の
距
離
で
い
い
か
ら
、
痛
く
な

つ
た
ら
休
ん
で
い
い
か
ら
歩
き
ま

し
よ
う
♀
続
け
る
こ
と
で
肥
満
が

解
消
さ
れ
痛

い
膝

に
か
か
る
負
担

も
少
な
く
な
り
ま
す
よ
。

「歩
く
」
始
め
る
前
の
注
意
点

一
、
い
き
な
り
気
合
い
を
入
れ
過

ぎ

て
長

い
距
離
を
歩

か
ず

、

徐
々
に
慣
ら
し
ま
し
ょ
う

二
、
自
分
の
足
に
あ

っ
た
、
負
担

の
か
か
ら
な
い
靴
で

三
、
時
間
を
決
め
て
、
早
朝
が
い

い
か
も

四
、
次
の
日
す
ご
く
痛
く
な

っ
て

い
た
ら
少
し
中
止
し
て
、
距
離

を
短
め
に

●   ●

●

1月 16日 、大字色見戸狩地区の大綱引き大会が小雨の中住民約 90
名が参加して盛大に開催されました。

豊作を祈願して行われていた綱引き大会が40数年ぶ りに復活したの

が 6年前、昨年は雪のなかでの大会。今年こそは晴天で迎えたかつたの

ですがこの日は雨、しかしながら綱引き大会が始まる昼前には小雨とな

り無事開催できました。今回も同地区の青壮年部六地蔵会 (岩 ド節夫会

長会員 15名 )が中心となり、区や婦人会の協力を得て、豊作祈願と親

睦を目的に行われました。早朝より大綱 (縄)絢いがあり、約 50メ ー

トル直経 20センチの見事な大綱が出来上がりました。子どもからお年

寄 りまで、又、高森寮の皆さんも駆けつけ東西に分かれ、太鼓の合図で

綱を引き合いました。勝負は西手の 2勝 1敗で結果は「豊作」とか ?|

町内全体が豊作で円満であればと願いたいものです。勝負の後は公民館

で豚汁とアルコール (酒)で体を温め今年の豊作を願っていました。

ネ
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‐１１
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一
〓

十
二
丹
．十
六
日，‐
、
上
町
公
民
館

で
、
毎
月
二
日
、
天
神
・
上
旺
地

区
の

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
た

ち
に
、
手
づ
く
り
弁
当
を
配

っ
て

い
る
地
元
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
グ
ル
ー

プ

「
ひ
め
ゆ
り
会
」
（阿
南
美
枝

子
代
表
）
が
五
十
三
回
目
の
弁
当

を
お
年
寄
り
宅
に
届
け
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
前
に

ツ
リ
ー
の
飾
り
も

一
緒
に
配
り
、

も
ら

っ
た
お
年
寄
り
か
ら
は
、

「
こ
の
弁
当
は
、
見
て
も
楽
し
く

栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
考
え
て
あ
り
、

月

一
度
の
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
」
と
た
い
へ
ん
喜
ば

れ
て
い
ま
し
た
。

「
ひ
め
ゆ
り
会
」
で
は
弁
当
作

り
と
合
わ
せ
、
地
球
に
や
さ
し
い

Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ
作
り
も
合
わ
せ
て
行

つ
て
い
ま
す
。
ボ
カ
シ
作
り
に
は

会
の
メ
ン
バ
ー
の
他
に
も
近
所
か

ら
ヌ
カ
を
持
参
し
、　
一
緒
に
作

っ

て
い
る
方
も
い
ま
す
。
残
飯
を
残

飯
と
し
て
捨
て
る
の
で
な
く
、
肥

料
と
し
て
上
に
返
そ
う
と
す
る
試

み
が
長
く
続

い
て
い
る
よ
う
で

す
。
家
庭
菜
園
で
は
大
き
な
立
派

な
野
菜
が
取
れ
て
い
る
と
か
。

※
Ｅ
Ｍ
ボ
カ
シ

の
ぼ
す
ん
な
　
友
の
配
慮
の
読
め
ん
か
い

早
か
な
ア
　
や
が
て
定
年
迎
え
な
ん

の
ぼ
す
ん
な
　
天
狗
に
な
る
も
ほ
ど
が
あ
る

女
子
高
生
　
和
服
着
す
る
と
出
る
色
気

早
か
な
ア
　
も
う
来
年
な
七
回
忌

改
選
期
　
役
場
は
腹
の
探
り
合
い

の
ぼ
す
ん
な
　
哲
学
で
飯
食
ゆ
る
か
い

改
選
期
　
派
閥
に
も
小
波
の
立
つ

の
ぼ
す
ん
な
　
た
か
が
祭
り
の
三
つ
鐘

こ

う

こ

・つ

や

早
か
な
ア
　
餓
鬼
大
将
も
好
々
爺

の
ぼ
す
ん
な
　
内
助
の
功
に
や
気
付
か
ん
か

や
り
放
し
　
こ
れ
か
ら
先
が
思
わ
る
る

俳
　
　
　
旬

初
日
の
出
阿
蘇
頂
点
よ
り
輝
け
り

ち
ぎ
り
絵
の
や
さ
し
い
友
の
年
賀
状

筆
始
友
の
訃
報
に
成
ら
う
と
は

移
り
住
み
遺
影
微
笑
む
初
明
り

寒
の
餅
歯
と
相
談
し
食
し
け
り

一
人
居
は
話
す
事
な
き
煙
撻
か
な

春
待
ち
て
友
は
旅
立
つ
黄
泉
の
国

大
浴
場
出
来
て
嬉
し
や
老
の
春

米
ヌ
カ
や
も
み
が
ら
等
の
有
機
物
に
Ｅ
Ｍ
（有
効
微
生
物
群
）
と

糖
蜜
を
混
和
し
、
発
酵
さ
せ
た
も
の
。

●肥

後

狂

旬

師
　
走

　

（
阿
蘇
御
神
火
会
）

一
般
の
方
の
肥
後
狂
旬
、
短
歌
、
俳
旬
、
詩
な
ど
の
作
品
も
お
寄
せ
下
さ
い
。

「いつもこの日を楽
しみにしています」ぼかし作りには、近所からも応援

（野
尻
あ
け
び
句
会
）

松
野
　
笑
声

桐
原
　
二
也

佐
藤
　
重
信

林
　
　
不
忘

佐
伯
　
文
雄

岡
本
　
琴
司

馬
原
　
馬
笑

林
田
　
一
声

堀
田
　
蘇
仙

浦
塚
　
南
天

田
上
黙
公
子

上
井
加
根
女

阿
南
は
じ
め

甲
斐
し
づ
子

野
尻
　
美
穂

熊
谷
　
つ
子

甲
斐
　
康
利

甲
斐
し
づ
枝

長
友
た
つ
子

野
尻
　
里
女

っ
て
ね

／

た
な
し‐厳
７

お
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ひ
セ

お
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後半スター ト高森町の紫 ,赤の2チームも よヽくスター ト(林業総合センター前)

第
二
十
三
回
　
町
村
対
抗
　
阿
蘇
山

一
周
駅
伝

本
田
　
ニ
チ
ー
ム
出
場
し
　
六
健
闘

地
域
や
学
校

・
園

・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
楽
し
い
話
題
や
催
し
の
訃
瑯
）●

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

おιlしιl食事砂 ぜ退治

かぜを引いたときは一に睡眠 (休息)、 二に保温、そして栄養

豊富な食事が健康回復に重要な働きをします。薬だけに頼らず、

自分の症状にあわせた食事をとつて、早く病気を治すようにし

ましよう。

◎かぜを引いたときの食事

発熱は体を燃やしている証拠です。食欲がなければ「食べら

れるものから選択」させます。
*に ら粥 (消化機能の回復)… だし汁にごはん、にら、ネ

ギを入れ、醤油で味を付け卵でとじます。

*し ようが湯 (シ ヨウガオールという成分がのどの痛みを和

らげ発汗作用を高める)・ ・刻んだしょうがに刻んだしそ、

黒砂糖を加え、お湯で溶いて飲みます。

*卵酒は卵で栄養をつけて酒で体温を上げ熱に弱いウイルス

の力を弱めます。

□材料 (4人分)

米2=カ ップ、水21カ ップ、∧ (ハム4
枚、タマネギ小

=個
、冷凍ミックスベジタ

ブル
=カ

ップ、マーガリン小さじ2′ 塩小
さじ1)

(付け合わせ)

サラダ菜8枚、ブロッコリー
=株

、ゆで卵
2個、マヨネーズ少量

□作り方
①米はといで、ざるにあげておく。②ハム、
タマネギは角切り。③ブロッコリーは小房
に切りさつとゆでておく。④炊飯器に米、
水、Aを入れて炊く。③皿にサラダ莱を敷
き、盛りつけ、ゆで卵、ブロッコリー、マ
ヨネーズを添えて出来上がり。

大
会

結

果

（総
合
タ
イ
ム
）

□
優
勝
　
小
国
町

四
時
間
五
分
五
十
四
秒

（前
半
二
位

・
後
半
優
勝
）

□
五
位
　
高
森
町
紫
チ
ー
ム

四
時
間
二
十
三
分
三
十
四
秒

（前
半
六
位

・
後
半
三
位
）

位
　
高
森
町
赤
チ
ー
ム

四
時
間
四
十
分
二
十
三
秒

（前
半
九
位

・
後
半
十

一
位
）

高
森
高
校
生
が
役
場
訪
間

一
月
十
二
日
、
今
年
の
春
進
学
や

就
職
を
ひ
か
え
た
高
森
高
校
の
皆
さ

ん
が
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
社
会
生
活
で
必
要
な
税
の

仕
組
み
や
行
政
の
シ
ス
テ
ム
を
学
ぼ

う
と
い
う
も
の
で
、
役
場
内
の
仕
事

風
景
や
施
設
見
学
の
後
、
税
務
署
や

税
務
課
か
ら
の
税
の
説
明
、
町
総
務

課
長
か
ら
の
町
の
施
策
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

ま
た
、
町
職
員
二
名
に
よ
る
先
輩

社
会
人
と
し
て
の
体
験
談
を
、
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

同
校
の
皆
さ
ん
は
こ
の
他
、
社
会

福
祉
施
設
で
の
社
会
生
活
体
験
や
奉

仕
活
動
等
で
も
活
躍
さ
れ
て
お
り
、

色
々
な
学
習
を
通
し
て
、
人
づ
く
り
、

ま
ち
づ
く
り
に
若
い
力
を
大
い
に
発

揮
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

十
二
月
十
二
日

（
日
）
、
阿
蘇

町
立
体
育
館
を
ス
タ
ー
ト

・
ゴ
ー

ル
に
阿
蘇
五
岳
を

一
周
す
る
阿
蘇

郡
町
村
対
抗
阿
蘇
山

一
周
駅
伝
大

会

（郡
陸
上
競
技
協
会
主
催
、
郡

町
村
会
等
後
援
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
前
半

・
後
半
と
九
区
間
に

郡
内
各
町
村

か
ら
十
三
チ
ー

ム

（高
森
町
の
み
ニ
チ
ー
ム
）
が
出

場
。本

町
は
今
回
、
前
半
後
半
と
も

に
紫

・
赤
の
ニ
チ
ー
ム
を
出
場
さ

せ
、
各
選
手

一
丸
と
な

つ
て
大
会

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
本
町
の
区

間
賞
等
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た

が
、
ニ
チ
ー
ム
が
と
も
に
力
を
出

し
切
り
、
タ
ス
キ
を

つ
な

い
だ
こ

と
は
本
町
の
長
距
離
界
の
底
上
げ

に
つ
な
が
る
大
健
闘
と
言
え
ま
し

よ

つヽ
。

報
告
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
（広
報
た
か
も
り
）

今回の献立
●たくだけピラフ
●ミネストローネ
●酒のムニエルきのこソース
●デザート「簡単チーズケーキ」

1人分の栄養価
エネ1眸

.- 240キ
ロリ里

塩分    1.79 選

手

団

紹

介

監
　
　
　
　
督

マ
ネ
ー
ジ
ヤ
ー

◆
前
半
の
部

紫
チ
ー
ム
　
本
川
宰
　
住
吉
昭
則

住
吉
直
樹
　
野
尻
計
介
　
立
石
大

輔
　
山
工
康
弘
　
檜
木
野
将
太

森
田
は
る
か
　
工
藤
孝
宏

赤
チ
ー
ム
　
黒
木
勲
　
津
留
明
義

橋
本
匡
史
　
岩
下
良
治
　
田
所
裕

一
郎
　
山石
田
富
広
　
高
倉
史
生

徳
丸
綾
　
本
川
雄
士

◆
後
半
の
部

紫
チ
ー
ム
　
田
中
泰
威
　
森
田
ち

ひ
ろ
　
檜
木
野
秀
徳
　
手
島
優
香

野
尻
英
樹
　
牛
嶋
孝

一
郎
　
宇
藤

康
博
　
森
田
あ
ゆ
み
　
甲
斐
祐
輔

赤
チ
ー
ム
　
木
実
陽

一　

真
井
晶

子
　
緒
方
洋
貴
　
平
井
め
ぐ
み

鳩
野
博
文
　
戸
高
純

一　

内
円
健

二
郎
　
宇
藤
真
奈
美
　
三
船
圭

一

◆
補
口貝
　
井
芹
む
つ
み

山
田
浩
太
　
村
本
敏

一 大
谷

住
吉

においの成分が血行をよくする。疲労回復に。

栄養価が高 く体の中に栄養を吸収 しゃすい。

粘膜を丈夫にし、感染への抵抗力を高める。

一 日に三個食べれば十分なビタ ミンC補給に。

タンパク質や脂肪などの消化を助ける。

おすすめ食材

*し ようが・

*牛 乳 ・ ・ ・

*にん じん ・

*みかん 一

*大根 ・ … ガ券 IE

徳 二

税の話や先輩からの体験談を聞き入る生徒たち

渡
辺
心

後
藤
埋

〓
■

●
ｔ

ｌ

，

科
轟
教

大
人
も
子
ど
も
も
食
べ
る
こ
と

は
大
好
き
。
料
理
す
る
の
も
毎
日

は
面
倒
だ
け
ど
た
ま
に
作
る
の
は

楽
し
い
と
い
う
人
も
多
い
と
思
い

ま
す
。

親
子
の
ス
キ
ン
シ
ツ
プ
は
料
理

作
り
と
、
十

一
月
十
三
日
、
河
原

老
人
憩
い
の
家
で
、
河
原
子
ど
も

会
の
親
子
料
理
教
室
が
行
わ
れ
、

二
十
名
の
ち
び
つ
子
た
ち
が
お
母

さ
ん
や
お
ば
あ
ち
や
ん
の
指
導
を

受
け
、
料
理
づ
く
り
に
挑
戦
。

高
菜
チ
ャ
ー
ハ
ン
に
手
作
リ
ギ

ョ
ウ
ザ
、
八
宝
菜
、
王
子
ス
ー
プ

ど
れ
も
子
ど
も
た
ち
の
大
好
き
な

メ
ニ
ュ
ー
に
挑
戦
す
る
子
ど
も
た

ち
は
ず

い
ぶ
ん
楽
し
そ
う
で
し

た
。
出
来
上
が
っ
た
料
理
を
う
ま

そ
う
に
ほ
う
ば
り
大
満
足
。

川
や
海
を
汚
す
最
も
大
き
な
原

因
は
生
活
排
水
で
す
。
安
心
で
き

る
食
生
活
に
取
り
組
ん
で
い
る
食

生
活
改
善
推
進
協
議
会

（阿
南
美

枝
子
会
長
）
で
は
、
三
月
に
行
わ

れ
る
健
康
を
守
る
婦
人
の
会
総
会

時
の
記
念
品
に
ア
ク
リ
ル
タ
ワ
シ

を
渡
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
少
し

で
も
海
や
川
を
汚
さ
な
い
よ
う
な

取
り
組
み
へ
の
き
つ
か
け
に
な
れ

ば
と
メ
ン
バ
ー
全
員
で
約
百
五
十

個
の
タ
ワ
シ
を
作
成
。

さ
れ
い
好
き
な
あ
な
た
？
合
成

洗
剤
を
い
つ
ぱ
い
使

っ
て
川
や
海

を
汚
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
食
器
に

付
い
た
油
汚
れ
な
ど
は
紙
で
ふ
き

取
り
必
要
以
上
に
洗
剤
を
使
い
す

ぎ
な
い
工
夫
が
必
要
で
す
ね
。

●   ●

ユニークな体験談を交え、社会人としての
心がまえを話す役場職員

ツ
プ

　

．地
球

にはこんな真 な顔見たこと
見たら言うかも。

・ _ヽIK'照|1圏圏圏目1嚇
″
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一一一一一時整日一

1個 1個 地球にやさしく、との願いを込めて
アクリルタワシを作成。

■″輻目LV・ ヽ L

(14)
2月 13日 (日 ) 交通安全宣言駅伝大会 午前 9時 40分高森駅スター ト ご声援をお願いします。(7)

班ごとに役場内を見学

』

睡

毎
艤

鰈

1  1
1・ `|
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「おいしいです」やまびこ樹園でのリンゴ狩リ

乳幼児医療助成制度とは・ う
′

乳幼児の疾病の早期治療を促進し、その健康の保持及び健全な育成と子育て支援を図るため、

乳幼児の医療費を助成する制度です。

就学前 (6歳に達するFI以後の最初の 3月 31日 まで。)ま での乳幼児の

人院 ・通院 ・歯科 .調剤に係 る一部負担金について助成があ ります。

注 意

1.社会保険各法による附加給付 ・高額療養費は加入 されている保険か ら

の助成があ りますので、この制度での助成はありません。

2.人院時の食事療養費お よび調剤の容器代等は保険適用外なので 自己負

担 とな ります。

助成を受けるには…… ?

「ビールもちよつぴり頂き、ほろ酔い気分です」

● ●

●   ●

医療費領収書を

病院で発行して

もらいます。

医療費領収書 と印

鑑を持参の上、役

場保健衛生係で申

請手続 きをします

申請をされた翌月

に、指定の金融機

関口座 に助成金が

振 り込 まれ ます。

「やつた!釣れました」

参
加
者
か
ら
の
声

■
農
業
農
村
交
‐流

会

の
折
り
に
は
大

変
お
世‐‐話
を

い
た
だ
い
た
う
え
、
観

光
地
や
見
ど
こ
ろ
の
案
内
な
ど
あ
り

が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り

に
楽
し
い

一
時
を
過
ご
さ
せ
て
い
た

だ
き
感
謝
中
し
上
げ
ま
す
。
■
ヤ
マ

メ
を
自
分
で
釣

つ
て
食
べ
る
と
は
考

え
も
し
な
か
っ
た
で
す
。
『
こ
ん
な
に

も
お
い
し
い
な
ん
て
』
と
感
動
し
ま

し
た
。
あ
の
味
は
忘
れ
ま
せ
ん
。
花

の
苗
植
え
付
け
で
は
、
こ
ん
な
に
も

根
気
の
い
る
仕
事
な
ん
だ
な
あ
と
改

め
て
思
い
、
一化
一
輪
の
美
し
さ
に
は

こ
れ
ほ
ど
の
た
い
へ
ん
な
人
手
と
愛

情
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
実
感

し
ま
し
た
。
リ
ン
ゴ
狩
り
で
は
、
本

に
な

つ
て
い
る
リ
ン
ゴ
の
姿
を
初
め

て
み
て
、
淡
く
色
づ
い
た
リ
ン
ゴ
が

と
て
も
可
愛
い
く
、
イ
チ
ゴ
狩
り
で

は
、
摘
み
た
て
の
イ
チ
ゴ
を
国
に
し

た
と
き
、
み
ず
み
ず
し
く
日
の
中
で

甘
い
香
り
と
な
ん
と
言
え
な
い
お
い

し
さ
が
広
が
り
ま
し
た
。
最
初
、
一
人

で
参
加
す
る
こ
と
に
と
ま
ど
い
を
感

じ
て
い
ま
し
た
が
参
加
し
て
み
て
、

本
当
に
良
か
っ
た
な
あ
と
思
い
ま
し

た
。
地
元
の
方
々
、
役
場
の
方
々
、

ず

っ
と

一
緒
に
案
内
し
て
く
れ
た
農

業
青
年
の
皆
さ
ん
の
人
情
味
に
触
れ

合
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。
自
分
が
植
え
付
け
た
苗

が
大
き
く
な

っ
て
い
る
こ
と
を
願
い

花
が
咲
く
頃
、
ま
た
、
遊
び
に
行
き
た

い
な
あ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
■
高
森

の
大
自
然
と
皆
さ
ま
の
優
し
さ
に
浸

つ
た
二
日
間
で
し
た
。
欲
を
言
え
ば

体
験
ツ
ア
ー
で
結
婚
さ
れ
た
方
の
話

し
や
農
業
の
話
し
を
も
つ
と
開
け
た

ら
と
思
い
ま
し
た
。一
新
酒
の
時
期
に

ま
た
伺
い
た
い
と

‐‐
思
っ
て
い
は
す
。

苦
し
い
時
こ
そ

諄
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
で
交
流
・団
結

■
１
‥

‐―
１１
１

，１
■
■
■
■
劇
■
＝
■
＝

川
部
七
生

提出された申請

書を毎月末に締

め切り取 りまと

めます。

毎月初旬に中

請者宛に支払

い通知書を郵

送 します。

毎月中旬 に指定

された金融機関

口座に助成金を

振 り込み ます。

_」＼
~¬/

本
町
の
葉
た
ば
こ
生
産
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
他
の
作
物
と
同
じ
く
天

候
と
市
場
の
動
き
に
左
右
さ
れ
、
農
業
後
継
者
の
減
少
と
近
年
の
禁
煙
ブ

．

―
ム
に
よ
る
影
響
な
ど
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
長

い
間
、
郡
内
で
は
最
上
位
、
県
内
で
も
常
に
十
位
前
後
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る

優
位
の
産
業
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
十

一
年
は
、
雨
続
き
の
人
候
不
順
に
よ
り
、
平
年
に
比

べ
か
な
り

の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。
価
格
の
低
迷
と
あ
わ
せ
大
き
な
痛
手
と
な
り
ま

し
た
。

毎
年
開
作
さ
れ
て
い
る
た
ば
こ
耕
作
者
大
会
。
今
年
は
十

一
月
七
日
に

草
部
中
学
校
体
育
館
で

「
苦
し
い
と
き
こ
そ
、
み
ん
な
で
団
結
あ
る
の
み
」

と
、
例
年
の
品
評
会
と
共
に
昨
年
に
引
き
続
き
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
を
企
画
、

約
百
名
の
生
産
者
が
各
地
区
こ
と
に
十
五
チ
ー
ム
に
わ
か
れ
て
熱
戦
を
繰

り
ひ
ろ
げ
、
団
結
と
交
流
が
進
み
ま
し
た
。

品
評
会
　
審
査
結
果
　
　
　
（出
展
数
　
合
計
三
十

一
点
）

■
在
来
種
の
部

▽
特
賞
　
Ｉ
藤
清
男

▽
優
賞
　
後
藤
進
沼
　
瀬
井
　
一

▽
良
賞
　
甲
斐
誠
也
　
佐
藤
輝
和

■
黄
色
種
の
部

▽
特
賞
　
今
村
占
晴

▽
優
賞
　
林
　
淳

一　

相
馬
俊
行

▽
良
賞
　
住
占
早
雄
　
住
占
清
美

1.医療費領収書は、医療機関において診療を受けた日の月末から起算 して 6ヶ 月以内に申請 して下 さい。

6ヶ月を過ぎると受付する事ができませんのでご注意 ください。

2.医療費領収書の中に次の項 目のいずれか一つで も該当する場合は受付で きないことがありますのでご注意 くだ

さい。

{医療点数が未記入の領収書 (レシー ト等 )・ 領収印のない領収書 ・患者氏名が未記入の領収書 ・全額自費の領

収書等 }

3.1月 ～ 3月 申請受付分については、予算の関係で支払が 4月 になりますのでご了承 ください。

また、高額療養費に該当する場合は支払いが遅れることがあ ります。

○乳幼児医療費受給者証の再交付を受けていない方は、早めに手続きを済ませて下さい。

(対象者には申請書を送付してあります。)

○平成 12年最初の支払日は4月 中旬の予定です。 1月 申請分から3月申請分をまとめて

払い戻しますのでご理解とご協力をお願いいたします。

■お問い合わせ先

役場町民福祉課保健衛生係 TEL 2-1111(内 線 127・ 128)

(8)つ
、∪ )

ヤマメ釣リなかなか釣れません 湧水いちご園」でのイチ リ

中です

申請書は

随時受付
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助成範囲について
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申請者

の流れ
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役

の

場

流れ
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この社会 あなたの膀雄 'き てιlる

2月 16日 から いよいよ 各地区毎に所得税・町県民税 等の

申告が始まります
下記の納税相談日程表により 早めの申告をお願いします

役場・税務課・町民税係  2-1111 (内 線 138・ 139)

申告はできるだけ各申告受付会場ですませましよう。
3月 10日以降は混雑が予想され、長時間お待ち願うことがあ

ります。

(9)
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ウォーターパールを不思議そうに見る参加者 3日間女性たちをエスコートしてくれた青年農業者たち

●
女性の体力つくり運動の重要性に着 ||し た、字藤さ

んは、特技のソフトボールを通じて、今 [|ま で、中学生

や社会人を指導されています。特に働 く女性の体力つ

くり活動は、家族のIII角/14が 必要であり、家族への意識浸

透 に努 め らてい ます。活動 はすで

に20数年にもおよび、運動の基本は

精神面 の訓練か らと中学生のクラ

ブ員 たちには率先 してボランテ ィ

ア活動等にも参加す るよう、また、

自らも高森寮の福祉 まつ り等で ク

ラブ員 たち と共 に参加 され、中学

生のボ ランティア活動の輸 を広 げ

られて いる。 こうした ことが評価

され体力つ くり功労者 として 1月 25

日にホテルニューオータニで体力

つくり県民会議 (会長福島譲二知事)から表彰を受け

られました。今後も指導方よろしくお願いいたします。

｀
「 成 11年は衆議院議員選挙公布から110川 年の節卜|の

年です。これを記念し県II(が歴史を回顧し、国民参政の

意義と選挙権の |「要性を再認識し、民 |:政治の ^層 の

発展を図るため 11月 2911に 県庁で明るい選挙推進県民

大会が開催 され ました。大会本町選

挙管理委員会委員長の馬原伴男 さ

ん (上町)な ど県内から16名 の方が功

労者 として表彰を受けられました。

馬原 さんは昭和 52年 か ら選挙

管理委員 として平成 9年か ら今 日

まで同委員長 として、 20年 を超

え、明 るい選挙の推進 に努め られ

ていることが認められた ものです。

選挙は民衆主義の基本です。明

るくされいな選挙を望みたいものです。

(12)

十

一
月
二
十

一
日
か
ら
二
十
三

日
ま
で
の
二
泊
三
日

（
一
泊
奥
阿

蘇
キ
ヤ
ン
プ
場

バ
ン
ガ

ロ
ー
泊

・

一
泊
休
暇
村
泊
）
、
農
業

・
農
村

体
験

ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
都
会
の
女
性
た
ち
に
農

業

・
農
村

の
よ
さ
を
知

っ
て
も
ら

い
、
良
き
理
解
者
と
な

つ
て
も
ら

お
う
と
町
が
実
施
し
た
も
の
で
今

回
が
四
回
目
。
九
月
に
予
定
し
て

い
た
こ
の
ツ
ア
ー
は
台
風
十
八
号

の
影
響

で
延
期

さ
れ

て
い
ま

し

た
ｃ今

回
、
延
期
さ
れ
た
こ
と
や
寒

く
な

つ
た
こ
と
な
ど
で
参
加
女
性

も
八
名
と
少
な
く
な

り
ま

し
た

が
、
そ
の
分
、
じ

っ
く
り
高
森
の

一

晩
秋
を
味
わ

つ
て
い
た
だ
い
た
よ
―

う
で
す
。
農
作
業
体
験
は
パ
一ン
ジー‐

．

―
の
苗

の
植
え
付
け
だ
け
と
ぢ
〓

っ
ぴ
り
少
な
目
で
す
が
、　
一
時
間

ほ
ど
の
間
黙
々
と
作
業
を
続
け
ら

れ
て
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
リ
ン
ゴ
狩
り
や
ヤ

マ
メ

釣
り
な
ど
で
は
農
業
青
年
た
ち
の

温
か
さ
優
し
さ
を
感
じ
て
い
た
だ

い
た
よ
う
で
し
た
。
イ
チ
ゴ
狩
り

で
は

「
た

い
へ
ん
お
い
し
い
」
と

早
々
に
送

っ
て
も
ら
う
よ
う
に
注

文
を
し
て
い
た
人
も

い
た
よ
う
で

す
。こ

の
交
流
を
き

つ
か
け
に
参
加

さ
れ
女
性
た
ち
が
、
多
く
の
友
達

を
連
れ

て
高
森

に
来

て

い
た
だ

き
、
農
業
青
年
た
ち
と
再
会
し
て

も
ら
い
も
の
で
す
。
解
散
式
で
は
、

「
ま
た
、
ぜ
ひ
高
森

に
来
ま
す
。
」

と
の
女
性
た
ち

の
言
葉
に
、
参
加

し
て
い
た
農
業
青
年
た
ち
も
大
喜

び
で
し
た
。

,

1

バンジーの植え付け指導を受ける女性たち

「ちよつぴリ くなりました」

●  ●

●
所
得
税

の
確
定
申
告
期
間
は
、
一
一

月
卜
六
――

（水
）
か
ら
二
月
卜
圧
日

（水
）
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。

所
得
税
は
、
あ
な
た
自
身
が
所
得

や
税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
納
税
す

る
と

い
う
申
告
納
税
制
度
を
と

つ
て

い
ま
す
。

確
定
申
告
は
あ
な
た

の
昨
年

一
年

間

の
事
業
や
収
人

の
総
決
算
と
も

い

え

る
も

の
で
す
。
事
業
を
し
て
い
る

方
は
も
ち
ろ
ん
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の

方

で
も
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
方
は
、
是
非
、
自
分

で
Ｌ
Ｈ
い

て
郵
送

で
、
で
き
る
だ
け
早
め

に
お

済
ま
せ
下
さ
い
．

税
務
署
で
は
、
所
得
税
及
び
個
人

事
業
者

の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

の
確
定
申
告
書
を
電
子
計
算
機

に
よ

り
処
製
し
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
書
は
複
写
式

に
な

つ
て

い
ま
す

の
で
、
送
付
さ
れ
た
中
告
書

を
切
り
離
さ
な

い
で
ボ
ー

ル
ベ
ン
で

ハ
ッ
キ
リ
と
記
載
し
、
お
早
め

に
捉

出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
納
税

に
つ
い
て
も
申
告
書

と

一
緒

に
送
付
さ
れ
た
納
付
■
［
で
期

限
内
に
納
め
ま
し
よ
う
。

な
お
、「
振
替
納
税
」
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
は
、
日
座
か
ら
自
動
的

に
振

替
に
よ
り
納
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
納

税
の
手
間
も
省
け
て
大
変
便
利
で
す
。

「
振
替
納
税
」
を
利
用
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

「
振

替
納
税
」
を
利
用
さ
れ
ま
す
よ
う
お

勧
め
し
ま
す
。

一■
一●
１
●●

鷺
税
及
び
鶴

告
と
織
穂
諄

・〓
一
●〓
■
●

個
人
事
業
者
の
平
成
十

一
年
分
消

費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
申
告
と
納

税
は
、
平
成
十
二
年
三
月
二
十

一
日

（金
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

期
間
間
近
に
な
り
ま
す
と
税
務
署

は
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
「消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

確
定
申
告
書
」
に
は
、
簡
易
課
税
用

と

一
般
用
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

記
帳
や
決
算
、
税
申
告
、
消
費
税

等
に
関
す
る
お
た
ず
ね
な
ど
も
、
お

気
軽
に
ど
う
ぞ
。

阿
蘇
税
務
署

■
０
９
６
７
・２
２
・０
５
５
１

ノ

1日 (水 ) 斤 口 菅 山

3日 (金 )

/T~
フヽ 津  田 中

6日 (月 ) )可 原 1 尾下 2.河原 2

「
¬

口
9時～11時 1 ”

二
寸

つ
Ｊ

書
寸

民
Ｊ

2日 (木 ) 永  野  原 下 切

7日 (大 ) 洗 川 大 村 中原 ・前 原

地 区 名

草部基幹集落センター

(1乎4-0211)

」A旧草部北部支所
(4-0231)

河原老人憩いの家
(口平5-0240)

林業総合センター

(内線197.198)

会  場

i3日 (月 )

上記相談日に

ご来場できなかつた方

8日 (水 ) 戸狩.丼 上,山 鳥 小倉原'西 丁.中 園

14日 (火 )

15日 (水 )

9日

10日

「
■

口
13時～15時

本寸山 '日召和

16日 (水)

17日 (木 )

18日 (金)

21日 (月 )

22日 (火)

23日 (水)

24日 (本)

25日 (金)

森

冬 野 ・津 留
ミ喜    ム刀     つ
/キ  [工1  4

28日 (月 )

29日 (火 )

所得税 .消費税納税相談

阿蘇税務署

草 部 (社 倉 )

動
田

区 名

通

在

神 ・上 町 横天

圭
十

旭

華

十

上

下

土tL

9時～11時

野尻 2.尾下 1

草部(社倉以外)

林業総合センター

(内線197.198)

里予尻林業センター

(呼5-0211)

車部基幹集落センター

(口乎4-0211)

〈
不

日
勿

na
9

消費税・
地方消費税申告は
3月31日まで

所得税申告|よ

3周 15日まで

申告の最終期限は3 15「

~

E :11:|||1辣 屁
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・
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和
気
あ
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農
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児
童
会
に
よ
る
交
通
安
全
子
ど
も
宣
言
や
交
通
安
全
感
謝
の
手
紙
や

文
集
の
作
成
、
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
参
加
な
ど
、
交
通
安
全
運
動
に
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
る
草
部
南
部
小
学
校

（星
子
博
子
校
長
）
が
、
平
成
十

一
年
度
全
国
交
通
安
全
優
良
学
校
と
し
て
表
彰
を
受
け
、　
一
月
二
十
二

日
に
草
部
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

伝
達
式
に
は
、
全
校
児
童
を
は
じ
め
、
保
護
者
や
学
校
関
係
者
、
交

通
安
全
協
会
車
部
南
部
支
部

（江
藤
明
徳
支
部
長
）
、
高
森
警
察
署
な
ど

お
よ
そ
百
名
が
参
加
し
、
全
国
表
彰
を
祝
い
ま
し
た
。
式
で
は
阿
蘇
南

部
地
区
交
通
安
全
協
会
の
吉
良
禎
人
会
長
か
ら
児
童
会
代
表
の
佐
伯
卓

弥
君
に
表
彰
状
と
楯
が
お
く
ら
れ
、
「
こ
れ
か
ら
も
交
通
事
故
の
な
い
明

る
い
学
校
と
な
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
児
童
に
よ
る
交
通
安
全
作
文
発
表
や
平
成
十
年
に
児
童

会
が
制
定
し
た
交
通
安
全
子
ど
も
宣
言
な
ど
で
交
通
安
全
を
訴
え
ま
し

た
。
ま
た
、
高
森
署
交
通
係
右
藤
部
長
か
ら
交
通
講
話
が
あ
り
、
そ
の

後
、
地
区
上
げ
て
の
祝
賀
会
も
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
受
賞
で
、
ま
す
ま
す
今
後
の
交
通
安
全
推
進
運
動
に
弾
み
が
つ

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

覚
せ
い
剤
等
薬
物
の

乱
用
を
防
止
し
よ
う

一
月
二
十
二
日

（土
）
の
午
後

一
時
か
ら
、
今
年
も
町
の
児
童
福

祉
と
教
育
面
が

一
体
と
な
り
、
町

立
保
育
園
五
園
、
高
森
保
育
園
、

高
森
幼
稚
園
合
同
企
画
に
よ
る
家

子
ど
も
の
力
は
未
知
な
も
の

良
い
悪
い
よ
り
個
性
を
伸
ば
そ
う

本
町
で
は

「ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
を
モ
ツ

ト
ー
に
、
家
庭
教
育
の
大
切
さ
を
う
っ
た
え
、
町
の

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

庭
教
育
講
演
会
を
開
催
し
、
お
よ

そ
百
名

の
方
々
に
来
場

い
た
だ
き

ま
し
た
。

今
回
の
講
演
会
は
反
抗
期
と

心

の
成
長

の
様

子
を

お
さ
め
た

「
い
い
子
わ
る

い
子
」
と

い
う
ビ

デ
オ
を
観
賞
後
、
熊
本
大
学
教
育

学
部
教
授
の
川
崎
順

一
郎
先
生
を

講
師
に
迎
え

「
体
と
脳
と
心
の
つ

な
が
り
」
と
題
し
て
講
演

い
た
だ

き
ま
し
た
。

講
演
で
は
現
代

の
子
ど
も
た
ち

の
成
長
は
早
く
な

っ
て
お
り
、
環

境

の
整
備
を
急
ぐ
必
要
が
あ
り
ま

す
が
、
心
の
成
長
は
昔
と
変
わ
ら

ず
、
大
事
な
こ
と
は
人
間
関
係
で

「
自
分
を
必
要
と
し
て
く
れ
る
人

が

い
る
。
」
と
思
え

る
こ
と
が
必

要
で
す
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
希
望

も
持
て
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
大

人
以
上
に
感
受
性
が
あ
り
、
物
事

を
的
確
に
と
ら
え

て
お
り
、
同
じ

目
の
高
さ
で
対
応
す
る
こ
と
が
重

要
な
こ
と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

子
育
て
に
頑
張

っ
て
い
る
お
母

さ
ん
た
ち
の
サ
ー
ク
ル

『
風
ま
る

キ
ツ
ズ
』
は
毎
週
水
曜
日
に
集
ま

っ
て
、
楽
し
く
ワ
イ
ヮ
イ
や

っ
て

い
ま
す
。
子
育
て
で
奮
闘
し
て
い

る
お
母
さ
ん
、
あ
な
た
も
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

ま
た
、
毎
月

一
回
発
行
し
て
い

る
風
ま
る
キ
ッ
ズ
通
信
を
読
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？
楽
し
い
情
報
が
あ

る
か
も
―

（役
場
保
健
衛
生
係
に
あ

り
ま
す
。
）

円内は経験談を交えて講演する‖ 生

石α
“

i″ Mο″′E′‖

“

tiO“

子育ての悩み 話 し合いましよう

毎週水曜日 10時半からお昼まで

高森町中央公民館 (昭和 )

時間・場所が変更になることがあります。

おたずねは保健衛生係までどうぞ。

阿蘇広域行政事務組合消防本部

南音F分 1署 電言舌 2-9034

※注意してください

①蘇陽町及び高森町の一部では携帯で 119
番通報されると他県の消防本部 (延岡市)

につながる場合があります。

直接近くの消防署に連絡したいとき

(南部分署)      09676-2-9034
(野尻・草部分駐所) 09676-4-0219

(蘇陽分駐所)     0967-83-0118
②同じ事を何度か聞かれたりするのは電波の

入りが悪かつたりするためです。このよう

な時でも、慌てずゆつくりと話すことです。

③通常の119電話より少し時間がかかるの

は、左記のシステムになっているからです。

ご理解ください。

交通安全優良学校賞の伝達を受ける児童代表 佐伯卓弥君

諄1海で1奪雨部鸞署 |
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よる交通安全作文発表
●  ●

●  ●

学重用       幼児用      亭L児用

(4～ 10歳程度) (4か 月～4歳程度) (0～ 12か月程度)

※適用年齢は、あくまでも目安で、子どもの体格や製品によつて異なります。

平成 12年 4月 1日 から、自動車の運転者は

チャイル ドシー トを使用しない 6歳未満の幼児

を同乗させてはならないこととされ、違反者に

は基礎点数 1点が付されることとなります。

○
覚
せ
い
剤
の
恐
ろ
し
さ

覚
せ
い
剤
、
大
麻
等
の
薬
物
は
、

乱
用
者
の
心
身
を
む
し
ば
む
だ
け

で
な
く
、
家
庭
を
崩
壊
さ
せ
、
更

に
は
覚
せ
い
剤
を
買
う
金
欲
し
さ

か
ら
強
盗
を
し
た
り
、
「
誰
か
に

追
わ
れ
て
い
る
」
「
殺
さ
れ
る
」

な
ど
と

い
っ
た
幻
覚
や
妄
想
か

ら
、
無
差
別
殺
人
な
ど
の
凶
悪
犯

罪
を
引
き
起
こ
す
非
常
に
危
険
な

も
の
で
す
。

○
暴
力
団
と
覚
せ
い
剤

暴
力
団
は
、
少
量
の
取
引
で
莫

大
な
利
益
が
あ
が
る
覚
せ
い
剤
の

密
売
を
主
要
な
資
金
源
に
し
て
い

ま
す
。

密
売
人
は
、
「
疲
れ
が
と
れ
る
」

「
や
せ
る
」
等
と
言
葉
巧
み
に
接

近
し
、
中
毒
さ
せ
て
金
儲
け
を
し

よ
う
と
狙

っ
て
い
ま
す
。

○
覚
せ
い
剤
乱
用
者
の

見
分
け
方

・
顔
色
が
青
自
く
、
や
せ
て
い
る
。

・
医
者
に
か
か
ら
な
い
の
に
注
射

痕
が
あ
る
。

・
必
要
以
上
に
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
し

て
落
ち
着
き
が
な
い
。

上
思
味
不
明
の
言
動
を
す
る
等
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
相
談
は

早
め
に
遠
慮
な
く
。

高
森
警
察
署
　
生
活
安
全
係

■
２

・
０
１
１
０

警
察
本
部覚

せ
い
剤
相
談
電
話

■
０
９
６

・
３
８
４

・
４
４
４
４

騨
一

員
●
書

一ヽ
二

:霧需電話か50119通 報
阿蘇広域消防本部

南部分署管内
菊池広域消防本部 阿蘇広域消防本部

阿蘇広域消防本部

で聞かれることは

通常の119番通

報と同じです。

転 送

0

（無
線
）
で
連
絡

菊池広域消防本部で間かれること

1)場所はどこですか ?

2)携帯番号は、何番ですか ?

3)あなたの名前は ?

はい それでは阿蘇広域消防本部に転送し

ます。そのままの状態でしばらくお待ちく

ださい。
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